
愛鳥週間写真展
藤前干潟　生きものまつり
愛岐の里山たいけん隊～春の里山に行こう！～
’21春の藤前干潟クリーン大作戦　干潟観察会
稲永ＶＣ環境学習プログラム　藤前干潟でカニを観察しよう！
稲永ＶＣ企画展　もし君が干潟の生き物になったら（仮題）
藤前ＡＣ企画展　藤前干潟のハンター展
干潟の学校　プランクトン観察会
秋の野鳥写真展
藤前ＡＣ環境学習プログラム　夏休み！干潟観察会～干潟の「食べる・食べられる」
干潟の学校　秋の干潟観察会
干潟の学校　干潟の生きもの観察会
干潟の学校　石ころ干潟観察会
’21秋の藤前干潟クリーン大作戦　干潟観察会
愛岐の里山たいけん隊～秋の里山に行こう！～
干潟の学校　ミサゴ＆冬鳥ウォッチング
環境省レンジャー写真展2021
環境省 藤前干潟写真展
渡り鳥調査隊 ～藤前干潟の野鳥を観察しよう～

名古屋市野鳥観察館
NPO法人 藤前干潟を守る会
「なごや環境大学」実行委員会
藤前干潟クリーン大作戦実行委員会
稲永ビジターセンター
稲永ビジターセンター
藤前活動センター
NPO法人 藤前干潟を守る会
名古屋市野鳥観察館
藤前活動センター
NPO法人 藤前干潟を守る会
NPO法人 藤前干潟を守る会
NPO法人 藤前干潟を守る会
藤前干潟クリーン大作戦実行委員会
「なごや環境大学」実行委員会
NPO法人 藤前干潟を守る会
環境省名古屋自然保護官事務所
環境省名古屋自然保護官事務所
名古屋市野鳥観察館

３歳～小学校４年生
（保護者同伴） 干潟に入り、生きものを観察してその生態を学びます

小学校４年生～大人
（小学生は保護者同伴） 干潟に入り、生きものを観察してその生態を学びます ❶

小中学校教職員 教職員の方対象に、授業で扱う藤前干潟の生きものと
ごみ処理行政についてお話しし、干潟体験も行います

小学校１～３年生
（保護者同伴）

野鳥観察をした後、カモのミニ模型へ色ぬりをします
【講師：ハンドメイド作家 Cha Chatto さん】

小学生
（保護者同伴）

干潟と音楽を組み合わせたイベント
［演奏者：パーカッショニスト 本多“taco-bow”正典さん］

小学生～大人
（小学生は保護者同伴）

ヨシ原の中に入って、生きものを観察して
その生態を学びます

藤前干潟とかかわりの深いオーストラリアジロング市
について語る

干潟の野鳥紹介の後、鳥のミニ模型へ色ぬりをします

Coming soon...

2022年11月18日は
藤前干潟ラムサール条約登録20周年！
そのプレ・イヤーとして、
楽しいイベントを予定しています！

藤前干潟の風景や野鳥などの生きものの写真を
展示します

Coming soon...

Coming soon...
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藤　前　干　潟

ラムサール条約湿地

藤前干潟ふれあい事業実行委員会
（事務局：名古屋市環境学習センター）
〒460-0008 
名古屋市中区栄一丁目23番13号
伏見ライフプラザ13階 名古屋市環境学習センター内

藤前干潟の魅力を
皆さんにお伝えしたくて
名古屋市、環境省、NPO等が
協力して様々なイベントを
行っています！

2021年度

問合せ先 Ｅメール

a2662@kankyokyoku.city.nagoya.lg.jp

WB-NAGOYA@env.go.jp

―

―

cleanupfujimae@gmail.com

nagoya.kansatukan@car.ocn.ne.jp

info@fujimae.org

jimu@n-kd.jp

電　話

052-223-1067

052-389-2877

052-389-5821

052-309-7260

090-6399-9774

052-381-0160

080-5157-2002

052-223-1223

事業名

協
力
事
業

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業

問
合
せ
先

主
催
事
業

事業名 対　象 日　程 問合せ先内　容

日　程

4月24日（土）～5月30日（日）
4月29日（木・祝）
5月23日（日）
5月29日（土）
6月6日（日）
7月24日（土）～11月30日（火）
7月24日（土）～12月19日（日）
8月15日（日）
8月21日（土）～10月10日（日）
8月22日（日）
9月5日（日）
10月2日（土）
10月3日（日）
10月23日（土）
11月予定
12月5日（日）
未定(２回実施予定)
未定

主催・問合せ先

❻
❼
❽
❺
❸
❸
❹
❼
❻
❹
❼
❼
❼
❺
❽
❼
❷
❷
❻

事業名 日　程

5月29 日（土）

10月23日（土）

主催・問合せ先

藤前干潟クリーン大作戦実行委員会

藤前干潟クリーン大作戦実行委員会

❺

❺

❶藤前干潟ふれあい事業実行委員会事務局
　（名古屋市環境学習センター内）

❷環境省名古屋自然保護官事務所

❸稲永ビジターセンター

❹藤前活動センター

❺藤前干潟クリーン大作戦実行委員会事務局

❻名古屋市野鳥観察館

❼NPO法人 藤前干潟を守る会

❽「なごや環境大学」実行委員会

小さい子向け観察会

干潟体験

教職員向けプログラム

ひがたにくるトリ、どんなトリ？

干潟を音であそぼ

藤前干潟×ジロングトーク

ひがたにくるトリ、どんなトリ？

サイエンスカフェ

藤前干潟写真展～藤前干潟の魅力～

エコパルなごやマンスリー展示

藤前干潟×メーカーズピア

’21春の藤前干潟クリーン大作戦

’21秋の藤前干潟クリーン大作戦

イ
ベ
ン
ト

展
　
示

渡り鳥調査隊日程表

4月24日（土）
5月8日（土）
6月5日（土）
7月24日（土）
8月21日（土）
9月18日（土）
10月9日（土）
11月20日（土）
12月4日（土）
1月15日（土）
2月19日（土）
3月19日（土）

10時～12時
10時～12時
10時～12時
10時～12時
10時～12時
10時～12時
10時～12時
10時～12時
10時～12時
10時～12時
10時～12時
10時～12時

日　程 時　間

干潟（ヨシ原）の人気者
カニとトビハゼに会おう！

藤前干潟ラムサール条約登録20周年
プレ・イヤーオンライン講座

藤前干潟ラムサール条約登録20周年
プレ・イヤーイベント

どなたでも

どなたでも

どなたでも

どなたでも

どなたでも

どなたでも

どなたでも

どなたでも

5月16日（日）

7月22日（木・祝）・8月9日（月・祝）

6月5日（土）・7月27日（火）

8月5日(木)

8月13日(金)

9月23日（木・祝）・10月17日（日）

9月頃

11月20日(土)

秋～冬頃

３回程度実施予定

11月頃

8月21日（土）～10月10日（日）

11月

11～12月

❶

❶

❶

❶

❷

❶

❶

❶

❶

❶

❶

❻

❶

❶

↓　下表のとおり　↓

藤前干潟ふれあい事業 検索

Eメール ウェブサイト

お
問
い
合
わ
せ
先

052-223-1067
a2662@kankyokyoku.city.nagoya.lg.jpE メール

TEL 052-223-4199FAX
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講　演
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イベントの様子をのぞいてみよう！
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　その昔
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大な干
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潟が広がっていました。
しかし新
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かいはつ

発や工
こうぎょう
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前干
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潟です。
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古屋市は年
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うめたて

立
場

ばしょ

所が必
ひつよう

要となっていたのです。
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をはじめ多
おお

くの生
い

きものが
生
せいそく

息する大
たいせつ

切な場
ばしょ

所であったため、守
まも

る必
ひつよう

要があるとの
市

しみん

民の声
こえ

が高
たか

まりました。
　名

なごやし
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